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T　消防防災課　☎0475（80）1116

防災フェスティバル中止のお知らせ
11 月 10日㈰に開催を予定しておりました防災フェスティバルは、台風 15号および
19号の影響により開催を中止いたします。
開催にあたり、ご尽力をいただきました関係機関の皆さま、参加を予定され、ご準備を
いただいた市民の皆さまに感謝いたします。開催の中止につきまして、何卒ご理解のう
え、今後とも本市の防災行政の運営にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

復旧・復興に向けて

このたびの台風災害により被災された市民の皆さまに対し、心よりお見舞い申し上
げます。
９月９日未明に関東地方に上陸した台風15号では、本市において強風・大雨によ
り、多くの家屋が被害を受けました。倒木による交通規制や長期間にわたる停電と断
水、通信障害が発生し、市民の皆さまには大変なご不便とご心配をおかけしたことと
思います。
また、農業用施設の損壊も多数発生し、農業を始めとする市内の産業にも大変な被
害をもたらしました。さらに10月 12日に接近した台風19号により、多くの市民が
避難所に避難する事態となりました。
そのような中で国や千葉県をはじめ、群馬県を中心として編成された職員の皆さま
の派遣、そして県内外の自治体、自衛隊、警察、消防、消防団、民生委員、区長、災害
対策協力会、各種団体や全国各地の皆さまからのご支援をいただきました。
発災当初からの市内道路の倒木除去に始まり、給水支援、長期化した停電に対する

入浴支援、また、安否確認や損壊した屋根へのブルーシートの展張作業や支援物資の
ご提供など、市民の日常を取り戻すため、山武市の復旧において大きな力となりまし
た。ご支援ご協力を賜りました皆さまに深く感謝いたしますとともに、今後も市民の
皆さまのご理解とご協力を得ながら、災害からの一日も早い復旧、さらには復興に全
力で取り組んでまいります。

山武市長　松下　浩明　



6広報さんむ
2019.11月

　　幼稚園・こども園(短児部)
《入園資格》　
　市内に住所があり、次の年齢に該当する幼児
　　３歳児　平成28年４月２日～平成29年４月１日生まれ
　　※なんごうこども園の入園は４歳児からになります。
　　４歳児　平成27年４月２日～平成28年４月１日生まれ
　　５歳児　平成26年４月２日～平成27年４月１日生まれ
《申込方法》
①募集案内・申込書類の配布
　期間・時間　�11月１日㈮～ (土・日曜日・祝日除く)
　　　　　　午前９時～午後５時
　場所　公立こども園・公立幼稚園・子育て支援課（市役所１階）
②申込書類の受付
　期間・時間　12月2日㈪～12月13日㈮（土・日曜日除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
　場　　　所　山武市役所1階第２会議室

※募集人数が定員を超えた場合は、抽選のうえ入園予定者を決定します。
　入園を希望する幼稚園、こども園　子育て支援課　☎0475（80）2632

〈令和２年度入園希望の全ての方へ〉
※�面接では、家庭状況などをお尋ねします。必ず、入園を希望されるお子さんと保護者が第１希望の施設の
会場へお越しください。
※�現在、入園待機になっている方も新たに申し込みが必要です。希望者が多い場合は、希望する施設に入
園できないことがありますので、予めご了承ください。
※現在入園中の方は今回の申し込みは必要ありませんが、継続入園のための現況調査を行います。
※市外の保育施設の場合、希望する自治体の申請期限等をご確認のうえ、子育て支援課へご相談ください。
※令和２年１月から３月の入所を希望する方の受け付けは12月10日㈫までです。

④公立幼稚園の面接

③公立こども園の面接

公
立
こ
ど
も
園（
短
児
部
）

施設名 電話番号 受入年齢 日　時

なるとうこども園 0475(82)1355 ３歳児～ １月20日㈪

面接は各こども園で行い
ます。時間等詳細につきま
しては、申請書類提出時に
別途ご案内いたします。

なんごうこども園 0475(82)2689 ４歳児～ １月24日㈮

しらはたこども園 0475(82)1755 ３歳児～ １月21日㈫

まつおこども園 0479(86)2300 ３歳児～ １月15日㈬

おおひらこども園 0479(86)3456 ３歳児～ １月16日㈭

公
立
幼
稚
園

施設名 電話番号 受入年齢 日　時

日 向 幼 稚 園 0475(88)0624 ３歳児～ １月14日㈫
面接は日向幼稚園で行いま
す。時間等詳細につきまし
ては、申請書類提出時に別
途ご案内いたします。

令和２年度
入園申し込み
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②公立こども園（受付・面接）

④地域型保育施設

　子育て支援課　☎0475（80）2632

③私立保育園（受付・面接）
　私立保育園は、次の表のとおり申し込みの受け付けと面接を行います。当日は必要事項を記入した申込
書類をお持ちください（申込書類の受け付けは、12月13日㈮まで市役所でもできます）。

※時間等詳細については、申請書類提出時に別途ご案内します。

保育園・こども園（長児部）・地域型保育施設
《入園基準》
　こども園（長児部）・保育園は、保護者の就労や病気などの理由により、お子さんをご家庭で保育するこ
とができない場合に、保護者に代わって保育する児童福祉施設です。ご家族の中に保育できる方がいる場
合や、入学準備・しつけ・集団生活に慣れさせるためなどの理由だけでは、こども園（長児部）および保育
園に入園することはできません。
《申込方法》
①募集案内・申込書類の配布
　期間・時間　11月１日㈮～ (土・日曜日・祝日除く)・午前９時～午後５時
　場所　公立こども園・私立保育園・子育て支援課（市役所１階）

私
立
保
育
園

施設名 電話番号 受入年齢 日　時 場　所

日 向 保 育 園 0475(88)2505
生後57日目

～
就学前

12月12日㈭
午前9時30分～11時30分
・午後1時30分～3時

さんぶの森交流センター
あららぎ館

若 杉 保 育 園 0475(80)9052

蓮 沼 保 育 園 0475(86)2193 12月11日㈬
午前9時30分～11時30分

蓮沼出張所
（旧・蓮沼保健センター）

地
域
型
保
育
施
設

施設名 電話番号 受入年齢 その他

五反田こどもの家 0479(74)8601 10カ月～
３歳未満 ・�申込書類は、12月2日㈪～13日㈮までに山

武市役所１階第２会議室に提出してください。
・�面接については、希望者に別途ご案内します。キ ッ ズ ア ッ プ 0475(82)0866 ３カ月～

３歳未満

公
立
こ
ど
も
園（
長
児
部
）

場所 受付期間

山武市役所　１階　第２会議室 12月2日（月）～12月13日（金）（土・日曜日は除く） 午前9時～午後5時
※必ず期間内にお申し込みください

施設名 電話番号 受入年齢 面　接　日　時 場　所

なるとうこども園 0475(82)1355

生後10カ月
～
就学前

令和２年1月20日㈪

時間等詳細につきまして
は、申請書類提出時に別
途ご案内いたします。

なるとうこども園

なんごうこども園 0475(82)2689 令和２年1月24日㈮ なんごうこども園

しらはたこども園 0475(82)1755 令和２年1月21日㈫ しらはたこども園

まつおこども園 0479(86)2300 令和２年1月15日㈬ まつおこども園

おおひらこども園 0479(86)3456 令和２年1月16日㈭ おおひらこども園
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行政からの
お知らせ

information

台
風
⓯
号
に
よ
り
乳
・
子
宮
が
ん

検
診
を
受
診
出
来
な
か
っ
た
方
へ

�
台
風
15
号
の
影
響
で
９
月
９
日
・
10

日
に
乳
・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
出
来

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
検
診
を
行
い
ま

す
。

日　
時　
令
和
２
年
２
月
27
日
㈭

受�

付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
・

午
後
１
時
30
分
～
３
時

自
己
負
担
金　

　
乳
が
ん
検
診�

１
２
０
０
円

　
子
宮
が
ん
検
診�

８
０
０
円

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

乳
が
ん
検
診
該
当
者
に
は
、
12
月
中

に
通
知
を
し
ま
す
。
通
知
に
記
載
さ
れ

た
時
間
内
に
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

⓫
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

�

フ
ッ
化
物
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

フ
ッ
化
物
は
正
し
く
使
用
す
る
こ
と

で
、
次
の
よ
う
な
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
歯
の
質
を
強
く
す
る

歯
の
表
面
を
構
成
す
る
結
晶
に
取
り

込
ま
れ
、
溶
け
に
く
く
強
い
歯
質
を
作

り
ま
す
。

・
初
期
の
む
し
歯
の
回
復
を
助
け
る

フ
ッ
素
に
よ
り
、
溶
か
さ
れ
始
め
た

歯
の
表
面
を
修
復
す
る
再
石
灰
化
と
い

う
働
き
が
高
ま
り
、
健
康
な
歯
に
戻
す

助
け
を
し
ま
す
。

・
酸
の
産
生
を
抑
制
す
る

む
し
歯
の
原
因
菌
の
働
き
を
弱
め
、

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）が
作
る
酸
と
い
う
歯

を
溶
か
す
物
質
の
量
を
抑
え
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
フ
ッ
化
物
を
使
用
し

た
む
し
歯
予
防
と
し
て
次
の
方
法
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
法

フ
ッ
化
物
を
歯
面
に
直
接
塗
布
す
る

方
法
で
、
歯
科
医
院
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
フ
ッ
化
物
入
り
歯
磨
き
剤
の
使
用

セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
歯
磨
き
剤
の
多

く
に
フ
ッ
化
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
フ
ッ
化
物
洗
口

フ
ッ
化
物
を
溶
か
し
た
液
で
、
口
の

中
を
ゆ
す
ぐ
方
法
で
す
。
園
な
ど
集
団

で
の
実
施
が
効
果
的
で
す
が
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
の
指
導
の
も
と
に
、
家
庭

で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ッ
化
物
は
歯
科
医

院
で
受
け
る
専
門
的
な
ケ
ア
と
自
宅
で

の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

乳
歯
も
永
久
歯
も
、
生
え
た
て
の
歯

は
や
わ
ら
か
く
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

た
め
、
フ
ッ
化
物
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
む
し
歯
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
大
人
に
も
効
果
が
あ
り
、

加
齢
や
歯
周
病
が
原
因
で
露
出
し
た
歯

の
根
の
む
し
歯
予
防
に
も
効
果
的
で

す
。家
族
全
員
で
フ
ッ
化
物
を
利
用
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
む
し
歯
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

⓫
月
⓮
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

で
す

世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
糖
尿
病
の
予

防
や
治
療
継
続
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
す
る
重
要
な
機
会
に
な
っ
て
い
て
、

世
界
１
６
０
カ
国
で
糖
尿
病
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
は
、
今
や
世
界
の
成
人
人
口
の
お
よ

そ
８・
８
％
と
な
る
４
億
１
５
０
０
万

人
が
抱
え
る
病
気
で
す
。
一
般
的
に
死

に
至
る
病
気
と
の
認
識
は
薄
い
で
す

が
、
年
間
５
０
０
万
人
以
上
が
糖
尿
病

の
引
き
起
こ
す
合
併
症
な
ど
の
原
因
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
の
ど

こ
か
で
、
６
秒
に
１
人
が
糖
尿
病
に
関

連
す
る
病
で
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
計
算

と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
初
期
だ
と
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
気
づ
き
に
く

く
、
知
ら
ず
に
進
行
し
て
い
る
場
合
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
り
、
特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
指
摘
さ
れ
た
人
は

生
活
を
振
り
返
り
、
甘
い
も
の
や
お
酒

な
ど
の
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
す
ぎ
・
運
動

不
足
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

毎
日
３
０
０
０
人
も
の
方
が
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
ま

す
が
、
台
風
の
影

響
な
ど
に
よ
り
血

液
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日�　
時　
12
月
３
日
㈫
午
前
10
～
11
時

45
分
・
午
後
１
～
４
時

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

　健康・福
祉
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
送
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
を
～

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
。

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類（
控
除
証
明
書
や
領
収
証

書
）の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い（
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
方
へ
は
、
令
和
２
年
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
）。

T　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　

千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

H�https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

災
害
時
に
お
け
る「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」を
更
新
し
ま
す

避
難
行
動
要
支
援
者
の
方
に
は
、
名

簿
記
載
の
意
思
確
認
を
行
う
た
め
に
、

１
月
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
災
害
時
に
迅
速

に
避
難
で
き
な
い
方
が
被
害
を
受
け
る

割
合
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

災
害
発
生
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
方
の
名
簿
を
作
成
し
、
平
常
時

か
ら
避
難
支
援
等
関
係
者
と
情
報
共
有

す
る
こ
と
で
、
迅
速
に
避
難
支
援
が
行

え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
か
ら

の
情
報
提
供
拒
否
の
意
思
表
示
が
な
い

限
り
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
等
関
係

者
に
提
供
で
き
る
条
例
を
平
成
31
年
３

月
に
制
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生

の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
本
人
の
同
意

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
簿
情
報
を

避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
し
ま
す
。

※�

避
難
支
援
等
関
係
者
と
は
、
警
察
、

消
防
、
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

山
武
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
区
お
よ
び
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
を
い
い
ま
す
。

※�

避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
情

報
は
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
連
絡
先
、
避
難

支
援
を
必
要
と
す
る
理
由
な
ど
で
す
。

※�

名
簿
は
、
令
和
２
年
５
月
末
ま
で
に

作
成
し
ま
す
。

※�

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
は
、
市
か

ら
名
簿
の
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、

市
と
名
簿
の
管
理
や
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の

�

減
免
等
に
つ
い
て

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
医
療
機
関
等

へ
の
一
部
負
担
金（
医
療
費
の
自
己
負

担
分
）の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
減
額
・
免
除
・
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特�

別
な
理
由　
震
災
、
風
水
害
、
火
災

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
死
亡
し
、
精
神
も
し
く
は
身
体
に

著
し
い
障
害
を
受
け
、
ま
た
は
資
産

に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き
。

・�

干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
と
き
。

・�

事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業

等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き
。

・�

そ
の
他
右
記
に
類
す
る
事
由
が
あ
っ

た
と
き
。

T　
国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

後
期
高
齢
者
医
療
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２
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行政からの
お知らせ

information

⓫
月
㉚
日（
い
い
み
ら
い
）は

�

「
年
金
の
日
」で
す

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」で
、
自
身
の
年
金
記
録
と
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す
る

と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
、
詳
細
な
条
件
で
の
試
算

を
す
る
こ
と
や
、
申
告
に
必
要
な
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
の
再
発
行
申
請
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
利
用
に
は
、

利
用
登
録（
ユ
ー
ザ
ID
の
取
得
）ま
た
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
※
か
ら
の
連
携
が
必

要
で
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
等
で

基
礎
年
金
番
号
を
確
認
の
う
え
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T�　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

Hhttps://w
w
w
.nenkin.go.jp/

※�

政
府
が
運
営
す
る
、
行
政
手
続
き
な

ど
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

特
定
健
康
診
査「
未
受
診
者
健
診
」

の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
７
～
８
月
に
実
施
し
た
特

定
健
康
診
査
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

（
山
武
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
）を
対
象
に
未
受

診
者
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ
、
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者

日　

時　

11
月
26
日
㈫
午
前
９
～
11

時
・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
・
11
月

27
日
㈬
午
前
９
～
11
時

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

費　
用　
無
料

持
ち
物　
受
診
票
、
健
康
保
険
証
、
採

尿
器

受
診
方
法　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

⓫
月
⓬
日
～
㉕
日
は「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

性
別
や
間
柄
を
問
わ
ず
、
暴
力
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
踏

み
に
じ
る
行
為
で
す
。
被
害
に
あ
っ
て

い
る
人
が
ひ
と
り
で
苦
し
ま
な
い
よ

う
、
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
自
身
や
周
囲
の

方
で
被
害
を
受
け
て
い
た
ら
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
の
相
談
窓
口　
家
庭
児
童
相
談
室

　
相
談
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
休
み
）

　
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
４

女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
電
話
相
談

　
毎
日
24
時
間
受
付（
女
性
専
用
）

�

☎
０
４
３（
２
０
６
）８
０
０
２

令
和
元
年
度「
里
親
制
度
説
明
会
」

現
在
、
日
本
中
で
保
護
者
の
病
気
や

離
婚
、
ま
た
は
虐
待
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

日　
時　
２
月
２
日
㈰
午
後
１
～
３
時

場　
所　
茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　
参
加
費
無
料

S�

・
T　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
子
ど
も
家
庭
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば　
オ
レ
ン
ジ
の
会

�

☎
０
４
７
０（
２
８
）４
２
８
８

育
教・
て
育
子

広報さんむ「我が家のアイドル」大募集
我が家のアイドルを募集しています。
お子さん（就学前まで）の写真を
掲載しませんか。
詳しくはお問い合わせ
ください。

T　市民自治支援課　☎0475（80）0152
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
ひ
と
つ
ず
つ�

�
�

い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
」

11
月
９
～
15
日
ま
で
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
と
財
産
を
守
る
た

め「
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る　

７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
予
防
の
た
め
、
防
炎
品
を
使
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
９

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

�

強
化
週
間

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
等
の
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
中
、
全
国

一
斉
に
人
権
擁
護
委
員
が「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ
て
、
相
談

に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
は
、
次
の
と
お
り
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時

対
応
者　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
女
性
人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
千

葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

日　
時　
11
月
23
日（
土・祝
）～
24
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

対
応
者　
東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

T�　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局（
千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
内
）

�

☎
０
４
３（
２
４
７
）３
５
５
５

⓫
月
㉕
日
～
⓬
月
１
日
は

�

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
方
が
、

被
害
か
ら
立
ち
直
り
、
再
び
平
穏
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
社
会

全
体
で
犯
罪
被
害
者
等
の
方
々
を
思
い

や
り
、支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

犯
罪
被
害
者
等
の
方
々
に
対
す
る
理

解
や
支
援
が
な
さ
れ
、
そ
の
尊
厳
が
守

ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
犯
罪
被
害
者
週
間
に
合
わ

せ
て「
千
葉
県
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し

ま
す
。

日　

時　

11
月
24
日
㈰
開
演
午
後
１

時
・
受
付
正
午
～

場　
所　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
犯
罪
被
害
者
遺
族
に
よ
る
講

演
お
よ
び
被
害
者
支
援
音
楽
会

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
・年
齢
・電
話
番
号
・

人
数
を
書
い
て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限　
11
月
20
日
㈬

S�

・
T　
公
益
社
団
法
人
千
葉
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
２
６
０
︱

０
０
１
３

千
葉
市
中
央
区
中
央
３
︱
９
︱
１６　

大
樹
生
命
千
葉
中
央
ビ
ル
７
Ｆ
）

�

☎
０
４
３（
２
２
５
）５
４
５
１

�

F
０
４
３（
２
２
５
）５
４
５
３

�
m
chibacvs@

orion.ocn.ne.jp

⓫
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進�

月
間
で
す

児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
児

童
相
談
所
に
通
告
さ
れ
た
児
童
数
は
、

こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
や
人
格
の
形

成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
児
童
虐
待

は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
…
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
１
本

の
お
電
話
で
救
わ

れ
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。

市
の
相
談
窓
口　
家
庭
児
童
相
談
室

　
相
談
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
休
み
）

　
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
４

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　
　

☎
１
８
９（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り

の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

千
葉
県
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　

☎
０
４
３（
２
５
２
）１
１
５
２（
24

時
間
対
応
で
、
千
葉
県
中
央
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

千
葉
県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー
ヤ
ン
グ
・

テ
レ
ホ
ン

�

☎
０
１
２
０（
７
８
３
）４
９
７

緊
急
の
場
合
に
は
、
１
１
０
番
を
！

暮
ら
し・環
境
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information

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

�

～
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
～

千
葉
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
生
じ
た
解

雇
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
な
ど
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
労
働
委
員
会
の
委
員
が
間
に

入
っ
て
、
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
る
円

満
な
解
決
を
目
指
す「
個
別
的
労
使
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
は
無
料
で
、
労
働
者
、
使

用
者
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま

す
。
あ
っ
せ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
千
葉
県
庁
南
庁
舎
７
階
）

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
７
３
５

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

11
月
15
日
か
ら
令
和
２
年
２
月
15
日

ま
で
の
３
カ
月
間
は
狩
猟
が
解
禁
と
な

り
ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
方
々
に
は
法
令

を
遵
守
し
、
事
故
等
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま

も
、
山
林
・
原
野
に
立
入
る
際
は
、
ハ

ン
タ
ー
が
認
識
し
や
す
い
よ
う
に
、赤
、

オ
レ
ン
ジ
等
の
目
立
つ
色
彩
の
服
装
の

着
用
や
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
た
ラ
ジ

オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

T�　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所　

地
域
環
境
保
全
課　

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策

�

強
化
月
間

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対

策
強
化
月
間
」で
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
動
物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
人
が
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
、
平
成

30
年
度
は
県
内
で
１
４
０
件
発
生
し

ま
し
た
。

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所

へ
届
け
出
し
、
犬
が
狂
犬
病
の
疑
い

が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の
検
診
を

う
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
公
園
な
ど
も
含
め
、
犬
の
放
し
飼
い

は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
は
犬

を
制
御
で
き
る
人

が
、
短
い
引
き
綱

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
は
来
訪
者
の
届

か
な
い
場
所
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
門
や
玄
関
か
ら
犬
が
飛
び
出
さ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

◆
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
糞
尿

や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
防
止
で

き
、
感
染
症
等
の
危
険
か
ら
猫
や
人

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

屋
外
に
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

は
、特
に
過
度
の
ふ
れ
あ
い
は
避
け
、

か
ま
れ
た
り
ひ
っ
か
か
れ
た
り
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う
場

合
、
保
健
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

（
91
日
齢
未
満
の
犬
猫
を
除
く
）。

◆
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

◆
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
探

し
、
保
健
所
、
警
察
、
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
に
電
話
等
で
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
迷
子
札
を
つ
け
る
、
動

物
病
院
で「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
」を
装

着
お
よ
び
登
録
す
る
な
ど
し
て
、
保

護
さ
れ
た
際
に
飼
い
主
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面

倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
な
い

事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ

い
。
保
健
所
・
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

で
は
飼
い
主
探
し
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

◆
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
的

に「
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
物

愛
護
や
し
つ
け
方
、
動
物
由
来
感
染

症
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
、
地
域
の

勉
強
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

T　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
６
１
１

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

　
同
東
葛
飾
支
所

�

☎
０
４（
７
１
９
１
）０
０
５
０

千
葉
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
か
ら
千
葉
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
９
２
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※�

最
低
賃
金
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
４
３（
２
２
１
）２
３
２
８

　
千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

H�https://jsite.m
hlw

.go.jp/
chiba-roudoukyoku/


